
自慢の湯、代の歴史



お
お
み
や
旅
館（
山
形
県
・

蔵
王
温
泉

）

安
藤
　
衛
さ
ん

連載

駅
ナ
カ
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で

全旅連シルバースター部会

登録制度アピールへ
一般向けにキャンペーン

下
竹
原
氏
を
偲
ぶ
会

指
宿
白
水
館
名
誉
会
長

元
国
観
連
会
長
　


人
が
参
列

「
月
刊
ホ
テ
ル
旅
館
」が

周
年
　
柴

田

書

店

記
念
講
演
会
開
く

第
３
次
産
業
活
動
指
数

旅
館
・
ホ
テ
ル
は
低
下

　
経
産
省
調
査
、
月

　

一
番
の
自
慢
は
。

　
「
や
は
り
温
泉
で
す
。

１
分
間
に
７
２
０
㍑
が
自

然
湧
出
し
て
い
ま
す
。
館

内
の
内
湯
３
カ
所
、
露
天

風
呂
２
カ
所
に
配
湯
し
て

い
ま
す
が
、
冬
季
は
露
天

を
休
業
し
て
い
ま
す
の

で
、
現
在
は
内
湯
の
み
を

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
」

　

ど
の
よ
う
な
泉
質

で
す
か
。

　
「
強
酸
性
硫
黄
泉
で
、

神
経
痛
や
リ
ウ
マ
チ
、
皮

膚
病
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
湧
出
時
に

～

度

あ
り
、
今
の
季
節
は
そ
の

ま
ま
貯
湯
し
て
お
く
だ
け

で
自
然
に
最
適
温
度
に
な

り
ま
す
。
『
子
ど
も
が
丈

夫
に
育
つ
湯
』
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

料
理
の
特
徴
は
。

　
「
で
き
る
だ
け
山
形
の

地
の
食
材
を
使
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
取
り
組
み

を
進
め
た
結

果
、
山
形
市
地

産
地
消
の
店
認

定
委
員
会
か
ら

『
地
産
地
消
の

店
』
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
」

　

サ
ー
ビ

ス
で
心
が
け
て

い
る
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ

い
。

　
「
お
客
さ
ま

の
ご
要
望
に
で

き
る
限
り
お
応

え
す
る
こ
と
で
す
。
お
客

さ
ま
の
言
葉
を
待
た
ず
、

雰
囲
気
で
ご
要
望
を
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
る
『
観

察
眼
』
を
養
う
こ
と
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

館
内
を
こ
ま
め
に
清
掃

し
、
清
潔
感
を
保
つ
こ
と

も
重
要
で
す
」

　

か
つ
て
は
部
屋
数

が
今
よ
り
も
多
か
っ
た
そ

う
で
す
が
。

　「

室
あ
り
ま
し
た
が
、

部
屋
を
広
く
す
る
と
い
っ

た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に

よ
り
居
住
性
を
高
め
る
こ

と
に
加
え
、
従
業
員
が
各

室
に
十
分
目
配
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
と
の

考
え
か
ら
、

近
く
ま
で

部
屋
数
を
減
ら
し
ま
し

た
」

　

歴
史
が
あ
る
旅
館

の
よ
う
で
す
が
。

　
「
社
長
は

代
目
、
創

業
は
お
そ
ら
く
江
戸
時
代

以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
天
保
年
間
の
温
泉
街

の
絵
図
に
は
、
当
館
の
記

載
が
あ
り
ま
す
」

　
【
平
日
１
泊
２
食
付
き

税
別
１
万
円
か
ら
。
中
心

価
格
帯
は
同
１
万
３
千
円

前
後
】
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慣
れ
ほ
ど
怖
い
も
の
は
な
い
…
。
「
真

実
の
瞬
間
」
を
忘
れ
な
い
こ
と

　
い
ま
流
行
の
「
駅
ナ
カ
」
の
カ
フ
ェ
テ

リ
ア
式
の
ベ
ー
カ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
の
出

来
事
だ
。
家
に
持
ち
帰
ろ
う
と
ト
レ
イ
に

デ
ニ
ッ
シ
ュ
を
七
つ
取
り
、
レ
ジ
カ
ウ
ン

タ
ー
に
並
び
自
分
の
番
が
来
た
。
レ
ジ
の

ス
タ
ッ
フ
は
ニ
コ
ッ
と
微
笑
み
な
が
ら

「
店
内
で
お
召
し
上
が
り
で
す
か
、
そ
れ

と
も
…
」
と
言
い
か
け
、
「
あ
っ
失
礼
い

た
し
ま
し
た
。
お
持
ち
帰
り
で
す
ね
」
と

言
い
変
え
た
の
だ
。
自
分
の
言
葉
に
ハ
ッ

と
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
ま
だ
良
い
方

で
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
カ
ウ
ン
タ
ー

に
並
び
、
コ
ー
ヒ
ー
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を

オ
ー
ダ
ー
し
、
水
を
グ
ラ
ス
に
注
ぎ
灰
皿

を
手
に
し
て
待
つ
こ
と
し
ば
し
…
、
オ
ー

ダ
ー
し
た
も
の
が「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
」

の
声
と
と
も
に
出
て
き
た
次
の
瞬
間
「
ト

レ
イ
は
お
使
い
に
な
り
ま
す
か
？
」
と
言

わ
れ
た
の
で
あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
、
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
、水
の
入
っ
た
グ
ラ
ス
、灰
皿
…
、

ど
う
や
っ
て
も
両
手
で
は
持
て
な
い
の
は

明
ら
か
だ
。
そ
の
次
の
言
葉
は
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
ゆ
っ
く
り
…
」

で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
の
事
例
も
お
客
さ
ま

の
状
況
に
は
全
く
お
構
い
な
し
で
あ
る
。

　
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
「
Ｍ
」
の

事
例
で
、
も
は
や
都
市
伝
説
的
に
語
り
継

が
れ
て
い
る
同
じ
よ
う
な
「
逸
話
」
も
あ

る
と
聞
く
。
そ
の
時
は
お
客
さ
ま
が
お
客

さ
ま
相
談
室
に「
関
取
で
も
あ
る
ま
い
し
、

一
人
な
の
に

個
も
食
べ
ら
れ
る
わ
け
が

な
い
で
し
ょ

」
と
苦
情
が
入
っ
た
そ
う

で
あ
る
が
、
本
人
は
無
意
識
で
気
に
も
留

め
ず
に
、
思
わ
ず
知
ら
ず
で
言
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
言
わ
れ
た

お
客
さ
ま
に
と
っ
て
は「
？
？
？（
苦
笑
）」

で
あ
ろ
う
。

　
多
く
の
お
客
さ
ま
と
接
し
て
い
る
う
ち

に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
「
慣
れ
」
が
怖
い
。
「
慣
れ
」
の

う
ち
は
ま
だ
良
い
が
「
惰
性
」
で
接
客
を

す
る
よ
う
に
な
る
と
始
末
に
悪
い
。
お
客

さ
ま
は
敏
感
だ
。
ス
タ
ッ
フ
の
一
言
に
も

反
応
さ
れ
る
お
客
さ
ま
は
多
い
。
心
が
こ

も
っ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な

い
。
一
人
ひ
と
り
の
お
客
さ
ま
と
接
す
る

時
〈
こ
れ
が
ま
さ
し
く
「
真
実
の
瞬
間
」

で
あ
る
〉は
、緊
張
す
る
必
要
は
な
い
が
、

細
心
の
注
意
を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。お
客
さ
ま
は
見
て
い
な
い
よ
う
で
も
、

ス
タ
ッ
フ
の
一
挙
手
一
投
足
を
観
察
し
て

い
る
も
の
だ
。

　
製
造
の
現
場
、
作
業
の
現
場
で
も
慣
れ

た
時
期
に
重
大
事
故
が
起
こ
る
と
い
う
。

接
客
の
場
で
も
同
じ
こ
と
、
慣
れ
が
や
が

て
「
お
客
さ
ま
離
れ
」
と
い
う
「
重
大
事

故
」
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
そ
っ
ぽ
を

向
い
て
お
礼
を
言
う
、
お
釣
り
を
渡
す
、

お
昼
な
の
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
す
る
、
間
違
っ
た
接
客
用

語
が
口
癖
の
よ
う
に
出
る
…
ｅ
ｔ
ｃ
。
さ

ま
ざ
ま
な
「
慣
れ
」
か
ら
来
る
所
作
は
身

の
回
り
に
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
の
が
「
慣
れ
」

か
ら
来
る
言
動
だ
。
お
互
い
に
気
づ
い
た

時
に
は
、注
意
を
し
合
い
、注
意
さ
れ
た
ス

タ
ッ
フ
は
素
直
に
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
。

　
接
客
は
つ
ね
に
真
剣
勝
負
。
何
百
、
何

千
、い
や
何
万
回
と
あ
る「
真
実
の
瞬
間
」

に
惰
性
的
な
態
度
で
臨
む
こ
と
の
な
い
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

研
究
開
発
講
師
＝http://www.ma-suppor

t.co.jp

）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
応
募
は
が
き

　
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛

生
同
業
組
合
連
合
会
（
全
旅

連
）
の
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
部

会
（
多
田
計
介
部
会
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
部
会
が
推
進
す

る
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
登
録
制

度
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
一
般
向

け
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め

た
。

　
「
『
人
に
優
し
い
宿
』
キ

ー
ワ
ー
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
題
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
登
録

施
設
に
宿
泊
し
た
人
な
ど

に
、
「
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
登

録
の
宿
を
ご
存
じ
で
す
か
」

「
行
っ
て
み
た

い
国
内
の
観
光

地
は
ど
こ
で
す

か
」
な
ど
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答

え
て
も
ら
う
ほ

か
、
文
字
が
隠

れ
て
い
る
キ
ー

ワ
ー
ド
を
当
て

て
も
ら
う
も

の
。
キ
ー
ワ
ー

ド
は
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
部
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
人
に
優

し
い
宿
」（http://yadonet2

.jp/

）
を
見
れ
ば
分
か
る
。

　
回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で

１
５
０
人
に
全
旅
連
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
グ
ッ

ズ（
ス
ク
エ
ア
ミ
ニ
バ
ッ
グ
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　
回
答
は
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー

登
録
施
設
に
置
か
れ
て
い
る

専
用
は
が
き
か
、
シ
ル
バ
ー

ス
タ
ー
部
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
行
え
る
。
締
め
切
り
は

２
月

日
（
当
日
消
印
有

効
）
。

　
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー
登
録
制

度
は
、
高
齢
者
が
利
用
し
や

す
い
宿
泊
施
設
の
整
備
を
目

的
に
、
設
備
、
サ
ー
ビ
ス
、

料
理
な
ど
で
一
定
の
基
準
を

満
た
し
た
旅
館
・
ホ
テ
ル
を

審
査
の
上
、
「
シ
ル
バ
ー
ス

タ
ー
登
録
施
設
」
と
し
て
認

定
す
る
制
度
。
現
在
の
登
録

軒
数
は
８
６
０
軒
。

趣
味
・
娯
楽
７
業
種

遊
園
地
の
み
売
上
増

経
産
省
調
査
、

月

　
経
済
産
業
省
は
こ
の
ほ

ど
、
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
動

態
統
計
調
査
の

月
分
速
報

を
公
表
し
た
。
対
個
人
サ
ー

ビ
ス
業
の
う
ち
、
趣
味
・
娯

楽
関
連
７
業
種
の
売
上
高

は
、
遊
園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー

ク
の
み
が
前
年
同
月
比
増
加

し
、
ほ
か
の
６
業
種
は
そ
ろ

っ
て
低
下
し
た
。

　
遊
園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク

は
同
５
・
１
％
増
の
５
１
３

億
７
４
０
０
万
円
。
６
カ
月

連
続
で
増
加
し
た
。
８
月
に


・
８
％
増
、
９
月
に

・

３
％
増
と
２
ケ
タ
増
加
し
、

同
月
は
伸
び
率
は
鈍
化
し
た

も
の
の
、
引
き
続
き
の
売
り

上
げ
増
と
な
っ
た
。
入
場
料

金
・
施
設
利
用
料
金
収
入
が

３
・
２
％
増
。
入
場
者
数
は

一
般
が
２
・
０
％
、
団
体
が

７
・
８
％
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、

合
計
で
２
・
５
％
減
少
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
場
は
同
７
・
１
％

減
の

億
８
５
０
０
万
円

で
、
２
カ
月
連
続
の
減
少
。

利
用
者
数
が
７
・
５
％
減
少

し
た
。

　
ゴ
ル
フ
練
習
場
は
同
６
・

３
％
減
の

億
３
１
０
０
万

円
で
、７
カ
月
連
続
の
減
少
。

利
用
者
数
が
６
・
０
％
減
少

し
た
。

　
※
お
断
り
　
今
週
掲
載
予

定
の
コ
ラ
ム
「
人
に
優
し
い

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

は
次
週
に
掲
載
し
ま
す
。

　
経
済
産
業
省
に
よ
る
と
、

２
０
１
３
年

月
の
第
３
次

産
業
活
動
指
数
（
２
０
０
５

年
＝
１
０
０
）は

・
６
で
、

前
月
比
０
・
７
％
低
下
し
た
。

業
種
別
で
は
、
旅
館
が
同
１

・
３
％
減
の

・
４
、
ホ
テ

ル
が
同
０
・
２
％
減
の
１
２

４
・
２
と
そ
ろ
っ
て
低
下
し
、

宿
泊
業
全
体
も
同
０
・
７
％

減
の
１
０
６
・
６
と
低
下
し

た
。

　
第
３
次
産
業
活
動
指
数

は
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
第
３

次
産
業
に
属
す
る
産
業
の
生

産
活
動
を
総
合
的
に
と
ら
え

た
指
数
。

　
こ
の
ほ
か
旅
行
業
は
同
２

・
７
％
減
の

・
６
。
航
空

旅
客
運
送
業
は
同
１
・
３
％

減
の

・
８
。

　
「
月
刊
ホ
テ
ル
旅
館
」
を

発
行
す
る
柴
田
書
店
は

月


日
、
東
京
の
帝
国
ホ
テ
ル

で
同
誌
の
創
刊

周
年
記
念

特
別
講
演
会
を
開
い
た
。
日

本
ハ
イ
ア
ッ
ト
の
阿
部
博
秀

副
社
長
、
星
野
リ
ゾ
ー
ト
の

星
野
佳
路
社
長
、
帝
国
ホ
テ

ル
の
定
保
英
弥
社
長
の
３
氏

が
講
演
。
柴
田
書
店
の
土
肥

大
介
社
長
、
月
刊
ホ
テ
ル
旅

館
の
武
田
真
理
子
編
集
長
が

出
席
者
に
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
月
刊
ホ
テ
ル
旅
館
は
宿
泊

産
業
の
専
門
月
刊
誌
と
し
て

１
９
６
３
年
に
創
刊
。
こ
の


月
で

周
年
を
迎
え
た
。

土
肥
社
長
＝
写
真
＝
は
「


年
の
長
き
に
わ
た
り
宿
泊
業

界
の
皆
さ
ま
に

支
え
ら
れ
て
き

た
。
こ
れ
か
ら

も
業
界
の
さ
ら

な
る
発
展
に
貢

献
で
き
る
よ
う

が
ん
ば
っ
て
ま

い
り
た
い
」
、

武
田
編
集
長
は

「
専
門
誌
が


年
続
く
の
は
奇
跡
的
な
こ

と
。
こ
れ
も
読
者
、
ス
ポ
ン

サ
ー
、
取
材
先
の
旅
館
・
ホ

テ
ル
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
と

感
謝
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　
昨
年
９
月

日
死
去
し
た

指
宿
白
水
館
名
誉
会
長
で
、
元
国
際
観
光
旅
館
連
盟
（
現

日
本
旅
館
協
会
）
会
長
の
下

竹
原
弘
志
氏
（
享
年

）
を

偲
ぶ
会
が

月
８
日
、
鹿
児

島
県
指
宿
市
の
指
宿
白
水
館

薩
摩
伝
承
館
で
執
り
行
わ
れ

た
＝
写
真
。
故
人
を
偲
び
、

約
４
０
０
人
が
参
列
し
た
。

　
下
竹
原
和
尚
会
長
に
よ
る

主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、
故

人
の
妻
で
取
締
役
の
サ
ツ
さ

ん
が
思
い
出
を
語
っ
た
。
ま

た
、
日
本
旅
館
協
会
副
会
長

で
、
中
原
別
荘
社
長
の
中
原

国
男
氏
が
来
賓
追
悼
の
辞
を

述
べ
、
「
最
も
尊
敬
す
る
師

で
あ
り
、
常
に
私
の
心
の
支

え
だ
っ
た
。
故
人
の
遺
志
を

継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
誓
っ
た
。

　
下
竹
原
氏
は
終
戦
後
に
旅

館
を
創
業
。
地
域
の
観
光
振

興
や
旅
館
業
の
発
展
に
尽
く

し
た
。
国
観
連
会
長
を
１
９

９
５
年
６
月
か
ら

年
６
月

ま
で
務
め
た
。

年
に
藍
綬

褒
章
、

年
に
勲
三
等
瑞
宝

章
受
章
。


